
　

け
入
れ
ら
れ
る
人
で
あ
り
た
い

」
こ
れ
は

、

　
Ｃ
型
慢
性
肝
炎

（
場
合
に
よ

っ
て
は
初
期
の
肝
硬

が
な
か

っ
た
方
だ
け
で
は
な
く

、
諸
事
情
に
よ
り
治
療
を

と
き
は
共
に
協
力
し
助
け
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら

相
手
に
す
る
ス
ポ
ー

ツ
な
の
で

、
い
ざ
と
言
う

れ
る
人

」
と
の
関
係
が
存
在
し
ま
す

。
自
然
を

海
に
訪
れ
る
人

」
と

「
知
ら
な
い
人
を
受
け
入

 
日
本
屈
指
の
サ
ー

フ
ス
ポ

ッ
ト
と
し
て
知
ら

　
サ
ー

フ
ィ
ン
を
始
め
て
2
0
年

。
海
と
い
う

れ
ま
せ
ん

。
逆
に
知
ら
な
い
人
に
も
声
を
掛
け

の
人
と
の
関
係
が
乱
れ

、
大
し
た
感
動
は
得
ら

最
高
の
波
で
満
足
を
得
よ
う
と
す
る
と

、
周
り

 
挨
拶
す
る
余
裕
さ
え
持
て
ず

、
自
分
だ
け
が

一
つ
で
そ
の
感
動
は
大
き
く
変
化
し
ま
す

。

自
然
の
中
で
波
に
乗
る
瞬
間
は

、
人
工
物
に
囲

ま
れ
た
社
会
で
は
体
験
し
得
な
い
感
動
が
あ
り

こ
の
世
界
か
ら
抜
け
出
せ
ま
せ
ん

。

れ
る
宮
崎
に
は

、
1
年
を
通
し
て
全
国
各
地
か

ら
大
勢
の
サ
ー

フ
ァ
ー

が
集
ま
り
ま
す

。
海
に

せ
海
に
向
か
い
ま
す
が

、
行
動

ン
を
楽
し
み
た
い

」
と
心
躍
ら

サ
ー

フ
ァ
ー

は
皆

「
サ
ー

フ
ィ

な
い
の
も
サ
ー

フ
ィ
ン
で
す

。

場
面
で
言
え
る
こ
と
で
す

。

「
人
を
理
解
し
受

こ
の
思
考
は
サ
ー

フ
ィ
ン
に
限
ら
ず
あ
ら
ゆ
る

て
も
ら
う
力
を
兼
ね
備
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す

。

ら

、
人
を
受
け
入
れ
る
力
と

、
人
に
受
け
入
れ

集
ま
る
サ
ー

フ
ァ
ー

の
世
界
に
は

「
知
ら
な
い

な
く
て
も
周
り
の
仲
間
と
最
高
の
感
動
を
得
ら

譲
り
合
う
余
裕
を
持
て
る
人
は

、
大
し
た
波
で

　
　
　
　
　
　
　
地
域
連
携
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
看
護
師
長
　
乙
守
　
篤

　

思
い
ま
す

。
本
気
で
サ
ー

フ
ィ
ン
を
楽
し
む
な

の
が
サ
ー

フ
ィ
ン
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
だ
と

自
分
次
第
で
限
り
な
く
楽
し
み

、
挑
戦
で
き
る

れ
ま
す

。
私
は
技
術
や
経
験

、
波
が
ど
う
あ
れ

た
り

、
副
作
用
な
ど
で
治
療
が
十
分
行
え
な
か

っ
た
り
し

て
紹
介
し
ま
す

。

ま
す

。
私
た
ち
が
宮
崎
県
の
一
部
の
地
域
で
調
査
し

最
近
話
題
と
な

っ
て
い
る
新
し
い
肝
炎
治
療
に
つ
い

す

。
Ｈ
Ｃ
Ｖ
は
主
に
ジ

ュ
ノ
タ
イ
プ
1
型
と
2
型
に

染
す
る
と
約
7
割
の
方
が
持
続
感
染
者
と
な
り

、
慢

た
患
者
さ
ん
も
多
く
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た

。

分
類
さ
れ
ま
す
が

、
い
ず
れ
に
し
て
も
Ｈ
Ｃ
Ｖ
に
感

　
私
は
本
年
4
月
に
当
院
に
赴
任
し
て
き
ま
し
た

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
都
　
浩
文

　
暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

。
本
誌
が
皆
様
の

な
わ
ち

、
Ｈ
Ｃ
Ｖ
持
続
感
染
者
の
方
は

、
Ｈ
Ｃ
Ｖ
を

四季　第5３号　（1） 四季　第　５３号　（4）

　

ま
し
た
と
こ
ろ

、
Ｈ
Ｃ
Ｖ
持
続
感
染
者
の
約
4
割
が

手
元
に
届
く
こ
ろ
は

、
梅
雨
も
明
け

、
日
々
暑
い
日

の
感
染
に
よ

っ
て
起
こ
る
肝
臓
の
病
気
で
す

。
肝
臓

は
体
に
必
要
な
タ
ン
パ
ク
質
や
栄
養
分
を
生
成
･
貯

　
Ｃ
型
肝
炎
と
は

、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

（
Ｈ
Ｃ
Ｖ

）

肝
疾
患
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
て
い
ま
し
た

。
す

　　　

性
肝
炎

、
肝
硬
変

、
肝
癌
に
進
行
す
る
場
合
が
あ
り

に
重
要
と
な
る
わ
け
で
す

。

廃
物
や
薬
物
を
解
毒
す
る
機
能
も
兼
ね
備
え
て
い
ま

蔵
す
る
工
場
の
よ
う
な
も
の
で

、
不
要
と
な

っ
た
老

排
除
す
る
こ
と
が
元
気
に
長
生
き
す
る
た
め
に
非
常

 
 
 
 
　
　
　
 
消
化
器
肝
臓
病
セ
ン
タ
ー

長

が
続
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
が

、
健
や
か
に
お
過
ご

肝
疾
患
を
専
門
と
し
て
お
り
ま
す
の
で

、
本
稿
で
は

、

し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す

。

　
ジ

ェ
ノ
タ
イ
プ
２
型
へ
の
経
口
新
薬

（
ソ
フ
ォ
ス
ブ
ビ

ー

フ

ェ
ロ
ン
と
比
較
し
て
副
作
用
も
少
な
く

、
比
較
的
安

タ
ス
ビ
ル
と
ア
ス
ナ
プ
レ
ビ
ル
と
い
う
内
服
薬
が
保
険
適

き
る
新
薬
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

。
ダ
ク
ラ

Ｈ
Ｃ
Ｖ

（
ジ

ェ
ノ
タ
イ
プ
1
型
の
み

）
が
高
率
に
排
除
で

　
2
0
1
4
年
9
月
に
イ
ン
タ
ー

フ

ェ
ロ
ン
を
使
わ
ず
に

ン
に
よ
る
副
作
用
を
心
配
さ
れ
て
治
療
を
望
ま
れ
な
か

っ

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

。
し
か
し

、
イ
ン
タ
ー

フ

ェ
ロ

り
8
割
か
ら
9
割
の
患
者
さ
ん
で

、
ウ
イ
ル
ス
が
排
除
で

タ
で
は

、
イ
ン
タ
ー

フ

ェ
ロ
ン
＋
内
服
薬
併
用
治
療
に
よ

と
で

、
ウ
イ
ル
ス
排
除
率
も
向
上
し
ま
し
た

。
最
近
の
デ
ー

に
な
り

、
イ
ン
タ
ー

フ

ェ
ロ
ン
に
内
服
薬
を
併
用
す
る
こ

が
高
い
と
判
断
さ
れ
れ
ば

、
９
割
程
度
の
患
者
さ
ん
で
ウ

変
を
含
む

）
の
患
者
さ
ん
に
は

、
1
9
9
2
年
か
ら
注
射

製
剤
で
あ
る
イ
ン
タ
ー

フ

ェ
ロ
ン
が
広
く
行
わ
れ
る
よ
う

で
は
初
め
て
の
内
服
薬
の
み
で
の
治
療
で
あ
り

、
イ
ン
タ

っ
た
の
で
す

。
こ
の
２
剤
を
用
い
た
治
療
は

、
Ｃ
型
肝
炎

れ
て
い
ま
す

。
イ
ン
タ
ー

フ

ェ
ロ
ン
治
療
は
あ
ま
り
効
果

わ
れ
て
お
り

、
ウ
イ
ル
ス
排
除
率
は
９
割
程
度
と
報
告
さ

ン
タ
ー

フ

ェ
ロ
ン
よ
り
は
副
作
用
の
頻
度
は
少
な
い
と
言

副
作
用
と
し
て
貧
血
の
心
配
が
あ
り
ま
す
が

、
総
じ
て
イ

ま
し
た

。
先
に
記
載
し
た
１
型
の
治
療
薬
と
比
較
す
る
と

、

ル
＋
リ
バ
ビ
リ
ン

）
は
本
年
６
月
か
ら
使
用
可
能
と
な
り

、

こ
の
お
薬
も
肝
炎
助
成
制
度
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

が
使
用
可
能
と
な
る
見
通
し
で
す

。

口
新
薬

（
ソ
フ
ォ
ス
ブ
ビ
ル
・
レ
デ
ィ
パ
ス
ビ
ル
合
剤

）

効
果
が
高
い
可
能
性
が
あ
る
ジ

ェ
ノ
タ
イ
プ
１
型
へ
の
経

イ
ル
ス
排
除
が
期
待
出
来
ま
す

。
ま
た

、
秋
に
は
さ
ら
に

よ
く
効
く
か

、
効
き
に
く
い
か
が
判
断
で
き
ま
す

。
効
果

す

。
ま
た

、
事
前
の
遺
伝
子
検
査
に
よ

っ
て

、
こ
の
薬
が

た
患
者
さ
ん
で
も
効
果
が
高
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

心
し
て
使
用
で
き

、
イ
ン
タ
ー

フ

ェ
ロ
ン
が
無
効
で
あ

っ

用
と
な
り

、
医
療
費
助
成
制
度
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

私
の
永
遠
の
テ
ー

マ
で
す

。
海
や
職
場

、
そ
の
他

も
多
く
の
方
々
に
恩
返
し
で
き
る
サ
ー

フ
ァ
ー

を

に
感
謝
す
る
気
持
ち
を
忘
れ
ず

、
何
歳
に
な

っ
て

目
指
し
て
行
き
た
い
で
す

。

で
私
を
支
え
て
下
さ

っ
て
い
る
方
々

、
海
や
自
然

題字 理事長自筆

夏 号

宮崎医療センター病院

宮崎市高松町２－１６

ＴＥＬ：0985-26-2800

ＦＡＸ：0985-27-6811

1／四半期は、以下の学会等に参加しました。

＜自動体外式除細動機（AED）の設置＞
AEDがC館1階外来待合室受付横の健康
コーナー及びB館1階 リハビリ訓練室入口
（エレベーター横）に設置されました。今後、
取り扱い要領等教育指導が行われますが、
緊急時に落ち着いて安全・確実に処置で

きるよう、しっかり学んでおきましょう。

音声でサポート！！

心肺蘇生法コーチング機能搭載
心肺蘇生法の音声ガイドが胸骨圧迫の適切な回数、
速さ、深さ、人工呼吸の手順とタイミングを指示します。

C館1階待合室健康コーナー Ｂ館1階リハビリ訓練室入口

学
会
等
参
加
実
績
（
４
月~

６
月
）

お知らせ

■ 研修会等

● 中途採用者集合教育

7月27日（月）8:30～16:30

● 労働安全衛生研修会
～メンタルヘルスについて～

7月29日（水）13:00～14:00

藤本洋子 氏

（介護労働安定センター講師）

● 接遇ﾏﾅｰ研修会
８月実施予定

■ 福利厚生

● 納涼祭
7月31日、8月7日

《

サ
ー
フ
ィ
ン
が
教
え
て
く
れ
る
こ
と

》

Ｃ
型
肝
炎
治
療
の
進
歩

理 念
○私たちは、自分が受けたい医療・看護・介護を提供します

基 本 方 針
・患者さまの権利と尊厳を大切にし、心のこもった医療・看護・介護を提供します

・根拠に基づいた説明のできる医療・看護・介護を実践します
・全職種による安全で質の高いチーム医療を行います
・急性期から在宅医療までを繋ぐ医療・看護・介護を提供します
・地域連携に努め、地域包括ケアシステムの発展に貢献します
・お互いを信頼し、やりがいと誇りを持てる職場にします

宮崎医療センター病院

・患者様は、良質な医療サービスを平等に受ける権利があります

・患者様は、人格・意思が尊重され、人間としての尊厳を守られる権利があります

・患者様は、自分自身の診療に関する情報の提供を受ける権利があります。また、他の医療機関の

医師の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があります

・患者様は、医療従事者から説明を受けた後に、提案された診療計画などを決定する権利があります

・患者様は、プライバシーを尊重される権利があります

宮崎医療センター病院では、上記に基づき患者様の権利を尊重して医療を行なっております。

患者様の権利

宮崎医療センター病院

平成２７年７月１０日 発行



も
大
切
に
な

っ
て
き
ま
す

。
そ
の
為

、
医
師
を
リ
ー

ダ

ー

に
他
職
種
と
の
連
携
が
必
要
で
す
の
で

、
今
後
も
ご

協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

。

問
リ
ハ
・
通
所
リ
ハ

）
で
は

、
担
当
者
会
議
を
行
い
情

　
　
上
が
り

動
紹
介
及
び
苦
痛
ア
セ
ス
メ
ン
ト

、
患
者
・
家
族
へ
の

シ

ョ
ン
訓
練
だ
け
で
な
く

、
嚥
下
訓
練
を
行
い
誤
嚥
防

止
に
も
努
め
て
い
ま
す

。

　
入
院
で
は
ケ
ー

ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を

、
居
宅

(

訪

報
交
換

、
共
有
を
行

っ
て
い
ま
す

。
リ
ハ
ビ
リ
を
行

っ

て
い
く
上
で
チ
ー

ム
リ
ハ
ビ
リ
･
チ
ー

ム
医
療
が
と
て

ん

。
基
本
的
に
は
症
状
を
抑
え
る
対
症
療
法
で
自

 
手
足
口
病
に
は
治
療
薬
や
予
防
薬
が
あ
り
ま
せ

 
 
 
治
療
法
…

感
染
対
策
…

た

。
県
立
宮
崎
病
院
に
お
け
る
緩
和
ケ
ア
チ
ー

ム
の
活

　
　
ナ
ン
を
用
意

用
や
手
洗
い
な
ど
が
効
果
的
で
す

。
大
人
の
手
足

は

、
飛
沫
感
染

、
接
触
感
染
が
多
く

、
予
防
は
風

リ
ハ
ビ
リ
兼
務
4
名
・
専
従
1
名

）
O
T
¨
6
名

(

う

　
Ｃ
型
肝
炎
撲
滅
の
た
め
に

、
肝
臓
を
専
門
と
し

登
場
し
ま
し
た

。

方

、
い
ず
れ
も
治
せ
る
可
能
性
が
高
い
治
療
法
が

 
こ
こ
数
年

、
夏
に
大
流
行
し
て
い
る
手
足
口
病

水
疱
を
は
じ
め

、
頭
痛
や
筋
肉
痛

、
悪
寒

（
さ
む
け

）

あ
き
ら
め
て
い
た
方

、
治
療
に
消
極
的
で
あ

っ
た

は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す

。

て
い
る
宮
崎
医
療
セ
ン
タ
ー

病
院
の
果
た
す
役
割

に
指
先
へ
発
疹
や
か
ゆ
み

、
痛
み
が
生
じ
ま
す

。

 
４
０
度
近
い
高
熱
に
な
る
こ
と
が
あ
り

、
さ
ら

 
 
大
人
の
手
足
口
病
は
重
症
化
し
や
す
い
？

て
い
ま
す

。

邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
く

、
マ
ス
ク
の
着

か
り
も
言
え
ま
せ
ん

。
宮
崎
で
も
す
で
に
流
行
し

罹
る
事
が
あ
り

、
一
概
に

「
子
供
の
病
気

」
と
ば

子
供
の
病
気
？
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が

、
大
人
も

は
手
や
足

、
口
の
中
に
発
疹
が
で
き
る
病
気
で
す

。

　
　
　
　
大
人
に
も
感
染
？
手
足
口
病

と
い

っ
た
症
状
も
起
こ
り
ま
す

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
を
視
聴
し
た
後

、
改
正
道

万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
と
い
う
内
容
で
し

必
ず
手
洗
い
を
徹
底
す
る
習
慣
を
つ
け
る
よ
う
に
し
て

場
合
が
多
く
あ
る
よ
う
で
す

。
オ
ム
ツ
を
か
え
た
後
は

き
良
く
な
る
場
合
が
多
い
で
し
ょ
う

。
感
染
経
路

場
合
は
発
症
し
て
７
～

１
0
日
で
症
状
が
落
ち
着

然
に
治
る
の
を
待
つ
こ
と
に
な
り
ま
す

。
大
人
の

は
自
宅
療
養
し

、
療
養
後
の
勤
務
に
関
し
て
は

、
マ
ス

　
職
員
が
感
染
し
た
場
合
は
…

症
状
が
落
ち
着
く
ま
で

く
だ
さ
い

。

を
含
む

）
が
施
行
さ
れ
た
の
を
受
け

、
６
月
１
９
日

に
宮
崎
北
警
察
署
巡
査
部
長
川
﨑
昭
宏
氏
に
よ
る
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
修
会
を
実
施
し
ま
し
た

。
交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
突
然
倒
れ
た
人
や

、
反
応
の

え
て
医
療
安
全
研
修
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

。

ク
着
用
・
手
指
衛
生
の
徹
底
を
遵
守
し
て
い
ま
す

。

　
６
月
１
日
か
ら

改
正
道
路
交
通
法

（
自
転
車
運
転
中

　
C
2
3
病
棟
は

、
5
4
床
の
障
害
者
施
設
等
一
般
病

　
訪
問
リ
ハ
で
は

、
退
院
後
の
身
体
機
能
の
維
持
・
向

上
を
目
標
に

、
実
際
の
生
活
場
面
で
の
リ
ハ
を
行
い

、

ま
た
家
族
へ
の
介
護
指
導
で
負
担
や
不
安
軽
減
を
行
い

で

、
約
2
0
％
は
消
化
器

、
肝
臓
疾
患
の
患
者
様
が
入
院

　
　
と
け
焼
き
色
が
こ
ん
が
り
つ

《
栄
養
科

》

ビ
リ
テ
ー

シ

ョ
ン
を
行

っ
て
お
り

、
多
職
種
と
も
協
力
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ

）
に
よ
る

高
さ
が
伺
え
ま
し
た

。
こ
れ
を
機
に
当
院
に
も
Ａ
Ｅ
Ｄ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
路
交
通
法
に
つ
い
て
例
を
挙

看
護
や

、
受
傷
や
神
経
系
疾
患
の
結
果

、
車
椅
子
で
の
生

さ
れ
て
い
ま
す

。
気
管
切
開
や
胃
瘻
な
ど
に
対
す
る
医
療

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
人
工
呼
吸
に
に
よ
る
心
肺
蘇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
な
が
ら
詳
し
く
説
明
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
た

。

器
疾
患
・
呼
吸
器
疾
患
・
外
科
手
術
後
の
方
が
中
心
で

す

。

　
　
の
キ
ー

マ
カ
レ
ー

等
を
準
備

　
　
パ
セ
リ
を
振

っ
て
出
来

　
　
ブ
ラ

ッ
ク
ペ

ッ
パ
ー

や

　
⑦
カ

ッ
ト
し
た
ら

、
お
好
み
で

　
⑥
オ
ー

ブ
ン
な
ど
で
2
5
0
℃
で

四季　第５３号　（2）四季　第53号　（3）

　
　
2
周
の
せ
る

　
　
全
体
に
広
げ

、
そ
の
上
か
ら
マ
ヨ
ネ
ー

ズ
を

口
病
の
場
合
に
は

、
手
足
口
病
に
か
か

っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
管
理
栄
養
士
　
永
吉
　
花
絵

　
　
広
げ
る

　
　

(

あ
ま
り
水
分
の
多
く
な
い

　
③
生
地
に
ソ
ー

ス
を
好
み
の
分
量
載
せ
て
塗
り

　
①
生
地
は
市
販
の
ピ
ザ
生
地
か

　
②
家
庭
で
あ
ま

っ
た
カ
レ
ー

　
　
も
の
が
良
い

）
ま
た
は
市
販

　
④
次
に
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
を
ま
ん
べ
ん
な
く
ピ
ザ

　
 
く
ま
で
焼
く

　
⑤
ピ
ザ
用
ミ

ッ
ク
ス
チ
ー

ズ
を
の
せ
ま
す

。

　
　
1
0
～

1
5
分

、
チ
ー

ズ
が

ち

、
育
休
1
名

）
S
T
¨
4
名

(

う
ち

、
訪
問
リ
ハ
ビ

リ
兼
務
1
名

、
通
所
個
別
リ
ハ
ビ
リ
1
名

）
介
護
福
祉

士
2
名
の
計
2
6
名
で
日
々
の
業
務
に
あ
た

っ
て
い
ま

す

。

　
対
象
患
者
様
は

、
整
形
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
・
消
化

た
か
が
自
転
車
よ
る
違
反

、
事
故
と
侮
る
こ
と
な
く

ル
ー

ル
を
守
り

、
マ
ナｰ

を
身
に
つ
け
違
反
･
事
故

を
回
避
し
ま
し
ょ
う

。
（
東

）

子
供
の
オ
ム
ツ
を
か
え
た
後

、
手
洗
い
が
不
充
分

　

【
ポ
テ
ト
カ
レ
ー

ピ
ザ

】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東

）

が
整
備
さ
れ
る
等
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
生

（
Ｃ
Ｐ
Ｒ

）
や
自
動
体
外
式

在
宅
生
活
が
少
し
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
し

て
い
ま
す

。
S
T
の
訪
問
リ
ハ
で
は

、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

病
床
の
7
0
％
以
上
は

、
障
害
者
1
級

、
2
級
の
患
者
様

看
護
師

（
が
ん
性
疼
痛
看
護
認
定
看
護
師

）
の
髙
橋
裕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
病
棟
師
長
　
渡
邉
　
幸
子

整
え

、
患
者
様
に
合

っ
た

な
が
ら
患
者
様
の
入
院
生

活
に
携
わ

っ
て
い
ま
す

。

　
長
期
に
わ
た
り
入
院
さ

れ
て
い
る
方
が
多
く

、
患

者
様
だ
け
で
な
く
ご
家
族

に
も
寄
り
添
え

、
よ
り
良

く
快
適
に
療
養
生
活
が
送

ら
れ
る
よ
う
療
養
環
境
を

の
個
別
リ
ハ
ビ
リ
に
も
携
わ

っ
て
い
ま
す

。

　
現
在
ス
タ

ッ
フ
は

、
P
T
¨
1
4
名

(

う
ち

、
訪
問

　
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー

は

、
入
院
・
外

来
の
患
者
様
以
外
に
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
や
通
所
リ
ハ
ビ
リ
で

対
応
が
で
き
る
よ
う
に
今

後
も
心
が
け
て
い
き
た
い

　
　
　
　
　
　
　
理
学
療
法
科
　
科
長
　
久
保
　
貴
博

と
思
い
ま
す

。

多
く
の
患
者
様
が
身
体
機
能
の
維
持

、
向
上
の
た
め
リ
ハ

精
神
的
看
護
な
ど
も
必
要
と
さ
れ
る
病
棟
で
す

。
ま
た

、

子
看
護
師
に
よ
る
緩
和
ケ
ア
研
修
会
が
実
施
さ
れ
ま
し

活
や
ベ

ッ
ド
上
で
の
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
患
者
様
の

床
で
す

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
停
止
を
認
識
し
た
ら

、
大
声
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
確
認
す
る

。
反
応
が
な
く

、
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
声
で
呼
び
か
け
る
等
反
応
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
肩
を
軽
く
た
た
き
な
が
ら

タ
ー

（
救
急
救
命
科

）
の
矢
野
隆
郎
先
生
を
講
師
に
迎

　
去
る
４
月
２
０
日
に
県
立
延
岡
病
院
救
急
救
命
セ
ン

　
去
る
６
月
１
１
日
に
県
立
宮
崎
病
院
緩
和
ケ
ア
専
従

の
職
員
が

、
一
部
立
ち
席
で
熱
心
に
受
講
し

、
関
心
の

し
な
が
ら
分
り
易
く
解
説
さ
れ
ま
し
た

。
約
２
０
０
名

一
次
救
命
処
置
の
実
施
要
領
に
つ
い
て
ビ
デ
オ
を
使
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
9
番

）
を
行
い

、
胸
骨
圧
迫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
応
援
を
呼
び

、
救
急
通
報

（
1

な
ま
ま
食
品
を
扱

っ
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
り
感
染
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
人
を
見
た
ら
心
停
止
を
疑

の
支
援

、
部
門
･
多
職
種
と
の
連
携
に
つ
い
て
実
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
転
車
で
も

償
金
が
発
生
す
る
場
合
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た

。

た

。
ま
た

、
人
身
事
故
を
起
こ
す
と
数
千
万
円
の
賠

講
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
命
令
に
違
反
す
る
と
５

車
運
転
な
ど
の
危
険
行
為
を
反
復
す
る
と
講
習
を
受

酒
酔
い
運
転

、
ブ
レ
ー

キ
不
良
自
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
不
停
止

、

の
事
例
を
示
し
な
が
ら
緩
和
ケ
ア
の
内
容
と
活
動
の

実
際
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
さ
れ

、
緩
和
ケ
ア
に
お

け
る
患
者
･
家
族
を
含
め
た
チ
ー

ム
医
療
の
重
要
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
事
故
に
よ
る
被
害
者

、
加

て
大
い
に
参
考
と
な
る
有
意
義

る
緩
和
ケ
ア
の
あ
り
方
に
つ
い

が
あ
り
ま
し
た

。
当
院
に
お
け

及
び
緩
和
ケ
ア
チ
ー

ム
の
問
題
点
に
つ
い
て
も
説
明

な
研
修
会
で
し
た

。

(

東

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
号
無
視

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
害
者
の
悲
劇
に
つ
い
て
ビ
デ

～
部
署
紹
介

緩和ケア研修会

医
療
安
全
研
修
会

～
患
者
急
変
時
の
初
期
対
応
に
つ
い
て
～

緩
和
ケ
ア
研
修
会

交
通
安
全
研
修
会

医療安全研修会

交通安全研修会

外
側
1
ｃ
ｍ

程
残
し
て
広
げ
る
と
、

仕
上
が
り
が
き
れ
い
で
す
。

《
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
》

C23病棟スタッフ

《
Ｃ
2
3
病
棟
》

訪問リハビリ

総合リハビリテーション

感
染
管
理
認
定
看
護
師

久
島

靖
子

ボリュ～ム
満点‼

［七夕飾り］
外来待合室

患者様･ご家族、職員
等の”お願い”が沢山
掲げてありました。

お願いが叶います
ように！！

口の中の発疹
中央が白く、その
周囲が赤く発疹
し劇痛を伴いま
す。

典型的

な発疹


